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現代アメリカ農業における巨大農場経営

一一U.S. Census of Agriculture， 1959 の分析 (3)一 一

中野一新

はじめに

本稿の課題は前二稿"にひきつづき，現代アメリカ 農業の進化の法則壱解明

す る実証作業を一歩前進させることにある。具体的には新たに入手できた1959

年合衆 国農業ヤ y十スの特別報告書一一一U.S. Bureau of the. Census， U. S 

Census 01 Ag円 cultu何 I 1959， Vol. V， Specia~ Reports， Part 7， Large-Scale 

Farming in the United States， Wash.， 1963. (以下 Spec.Rpt.， Part 7と略す)

一ーを素材に，合衆国の最大規模の農場を分析し，前稿での実証作業を補強す

ることである')。

この新たな資料は，農産物販売額10方ドノレ以上の農場 (Large-ScaleFarming. 

以下では巨大農場と略す)"が州日Ijに分類されており，アメリヵ農業における最大

規模の経営を総合的に分析する最良の資料である。前稿で利用した経済階層

1) 拙稿a 現代アメリカ農業の資本主義的性格.r経済論叢J第101巻第2号，昭和43年2月号.41 
ベージ，現代農業における資本主義の一般法則の貫徹と集約的商業的農業の成長「経梼論叢」
第101巷第 3号!昭和43年3月号 44ページ。前二稿の描論を要約すると拭のとおりである。現
代アメリカ農業 Cは.a:農捧生産の賃骨働に対する依存度はますます増大しており ②農業の機
械化が急速に道事してb、る白③アメリカ農業は地域や作物の特酎生により不均等に多種多様な形
態をとって発展している。とりわけ商業的作物の成長がめざましい。④大経営は賃労働者や生産
手段，農産物を集積集中し!小経営を駆逐してし、る。この集積集中という点で!集約的商
業的農業りさかんな太平洋岸諸州(とくにカ Pフォルエア州)は他地域を車繭している。⑤1910----

1959年の半世紀開に，アメリカ農業の最先進地域は東北部から太平洋岸諸州に移った。現代アメ
リカ農業はj 太平洋岸諸州を筆頭に農業の資本主義化が進んでおり， νーユソ町検出した資本主
義の一般法則は今なお貫撤している。

2) この資料金利用しえたのはj 京都大学経済学部調査資料室の御尽力によるものである。記Lで
お礼を申しのべたい。なお この資料に拠って合衆国農業を分析している論文につぎのものがあ
る。 R.Njkulitch， .. QU1: 100，000 Biggcst Fanlls-Their Relative PO則 tionin American 
AgIIculture". Agncultural Economic Retort， No. 49， Feb. 1964， pp. 1-28 

3) Large-Scalt: Fi:tuningは食童物を10万ドル以上限売する大規模農業経営をきしているが 前

稿で農産物を 2万ドル以上販売する農場を大規模経営と呼んだので，これと匡別して巨大農場経
営と呼ぶ。ただし，本稿では以下巨大農場と略す。
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(economic cla田)別分類"では 4万ドノレ以上販売する農場が一括されていたた

め大規模経営の分類が不十分であったが，新資料の分析によれ大規模経営の

性格がより正確に規定できるであろう。

しかし，今度の資料にもし、くつかの欠陥がある。分析に必要な限り指摘して

おくと，第ーは，地域別分類は可能だが， 農場の型 (type01 fa;m) J.jlj分類は

農場数をのぞいて不可能なことである")。第二は，賃労働の雇用人数別分類や

農薬機械の所有台数J.jlj分類を全く欠くため，大経営での集積度が過小に現れる。

第二は，前橋での資料同様，一般的な農業機械の統計はあるが，農産物ごとの

特殊な農業機械の統計を欠くため機械化の正確な状況が把揮できない。

以下では次の順序で考察する。ま r，第 I節で巨大農場の農場数を指標に，

その一般的特徴を概観し，第E節で巨大農場での賃労働の使用状況，第皿節で

機械や肥料など農業の集約化を示す諸指標を検討する。第lV節で農業生産の集

積・集中と地域による不均等発展， 1::りわけ，集約的・商業的農業地域におけ

る巨大農場の急速な成長過程を分析し，最後に第V節で，農業生産全体をつう

じて巨大農場が集積・集中を強め，現代アメリカ農業生産の主導的地位にある

事実壱総括する。

I 一般的概況一一農場数の比較

合衆国には農産物を年間10方ドノレ以上販売する巨大農場が， 1959年に19，979

存在する(第1表)。との大農場の第一の特徴は，その数が近年急速に増大して

いることである。 1929年には， (1959年の農民受取価格に換算して)10万ドノレ以上

販売する農場はわずか2，420であったがめ 30年聞に約 8倍もふえた。しかも，

販売額の大きい農場ほどその増加率は著しし 50~100万ドノレ販売農場は10倍，

4) 経済論叢」第101巷第2号. 50ページ，註同参照。
5) 拙稿j 向上.52ベ ジ，註帥参照。地域別分類より農場の型別分類の方が農業の集約度を正確
に表現できるが，この資料では，農場数以外の指標j品、ずれも農場の型別に分類できなし、。

6) 1929年には J 農産物10万ドル以上販売農場は， 1008しか存在していなし、。しかし， 1959年にお
ける農民空軍価格10万ドルは， 1929年当時のおよそ 6万ドルに該当するので， 1929年に 6万ドノレ
以上販売する農場を巨大農場とすると， 2，420差是場になる。 (Spec.Rpt.， Part 7， p. 10参照)。
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100万ドル以上販売する農場は 12

倍もふえている。 1959年には合衆

国で 100万ドノレ以上販売する農場

は408. さらに 50万ドル以上では

1.2∞余も存在する。この30年間に，

農場総数が630万から371万へと40

%.259万農場も減少しているなか

で').J;数だが大規模農場がこのよ

第1表巨大農場数の変化

扇扇i~11929ω|ω59 1 '59('29 

100万ドル以上 341 408112倍

50万ドル~

20万下ル~

10万ドル~

10 

7 

9 

総数 2，42O!iu叩 1 8
R. Nikolitch， op九cιp.4，Tab!e3より作成。。)1959年農民受取価格。

(2)アヲスカとハワイは含まない。

うに急速に増加してし、る事実は，後に実証するアメリカ農業の進化の性格・方

向とかかわって，きわめて重要である。

第二の特徴は， 巨大農場が特定地域に偏在じていることである o 農場総数

(371万)に占める巨大農場の割合は全国平均では0.5%だが，西部の太平洋岸

諸州および山地諸州では各々 3.2%， 1.6%と比重がはるかに高い。 とりわけ，

手足2表巨大農場の地域別分布

¥ 農場数'" *" 盆¥血明|実 数|構成比

地域 ¥¥l総農場|巨駄大農醐場医玉王「匝E犬鳩農場

合 衆 同!ス貯7，附百叶l
'
削9，979川1 1加削β | 叩100.0

j柑U 東北部 I 2，5日47 I 1，1叩口ω9 I 6.8 I 5.6 

1 剖中西部 I14，5印98 I 4，口013 I 3剖94 I 20.1 

南 部 116耽叩6，

困山 地 1，48但1 I 2，3釦日6 I 4口 1日15

部剖| 犬平洋岸，)I 1，93お3 I 6，2幻司7 I 5.2 3却"7

1959年センサス p. 1写5，Spec. Rpt.. Part 7， pp. 11-21 上り作

成。
(1)アラスカ，ハワイ両州はのぞくのしたがって構成比の合計士100

%に満たない。以下町苦も同様である。

カリフォノレユア， ア

リゾナ両州では各々

5.4%， 10.1%と数の

トでも犬手?なウェイ

トを占めている。他

方，家族農場の多い

中西部では，巨犬農

場の比重はわずか

0.3 %と全国最低で

あり，集約的な太平

洋岸諸州はもちろん，

7) その檀も農場数の減少は著しし 1967年には317.6万農場に減少してし唱。 NationalAdvisory 
COllullission on Foodιnd Fルe.r.Foorl anrl Fiuer fur the F1叫句 作. 1967， p. 155， Table 2-D， 
産業計画会議訳 「将来の食糧と農業ーアメリカ農業の基本対策に関する提言ー」昭和42年， 164
ベータ， 2-D表参問。
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同じ組放的な山地諸州よりもその比重ははるかに低い。

巨大農場の地域別分布をみると，第 2表のとおりである。合衆国の農場総数

のわずかι2%しか存在しない太平洋岸諸什|に，豆大農場総数の31% (6， 127農場)

が集中しており，山地諸州を加えると40%以上が西部に集中してドる。他方，

農場総数の約40%を占める中西部には区大農場は20% (4，013農場)しか存在し

ないロ州別にみると，カリフォノレニア州に断然多く，巨大農場総数の 4分の l

以上 (27%---5， 339農場)がこの州に集中している。 これにテキサス (lO~ゐ)， フ

ロリタ(6特)，アリヅナ(4併)の三州を加えると， 半数近く (47悦一弘 269農

場〉が上位四州に集中している。残りの約 1万農場が合衆国全体に散在してお

り，巨大農場の農場数そのものが地域により非常に不均等である。

第三の特徴は，農産物のちがし、によっても巨大農場の発展が不均等なことで

ある D 農場の型別に巨大農場の構成比をみると(第 3表)，肉畜農場がもっとも

第 3表巨大農場の農場の型別分布 多く (21%)，

農場数1 実 数|構成比 綿花農場 (15

農場岬¥¥¥|訪山 1巨大農場|農場総数|匡大農場 悦)がこれに

総 数ね) Iμ，160百 |ω79 I削 r，I肌 伊 続いている。

喜劇商業穀作 3叩|1m|  1“| 59 3~5位は家

昔 通 作 2，116 1 93118.814.7 禽(叩%)，牧

綿
商 タ ノ、 1，901 68 

業
野 莱 219 1，049 

作 果 物 614 1，693 

物 その他の畑作 383 888 

種々のもの 372 1，270 

畜 事 禽 1，033 2，000 

酪 農 4，283 1，755 

向 畜 6，169 4，171 
産 牧 畜 672 1，985 

Spec. Rpt.， Part 7，より作成。
(1)との総数は商業前農場回総数である。
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しかし，商業的農場総数の百分比と比較すると，趣きを異にする。農場数が比

較的少ない野菜(商業的農場総数のQ.90/0)， 果物 (2.50/0)， その他の畑作 (1.60/0)， 

種々のもの (1.50/0)の凶つの高度に集約的な商業作物の農場は，農場総数のわ

ずか6.50/0を占めるにすぎないが，巨大農場は総数の各々 5.30/0， 8.50/0， 4.40/0， 

6.30/0と相対的に多数を占め，この四者を合計すると巨大農場全体の約4分の 1

(24. 5骨)になる。 また，粗放的な放牧農業を営む牧畜農場も農場総数の割合

(2.8弥〕に比べ，巨大農場の占める割合がはるかに高い (10特〕。 他方，肉苔と

商業的穀作両農場は農場数が多く，商業的農場全体の420/0壱占めているが，胃

大農場では総数の270/0を占めるにすぎない。

以上のように，巨大農場の比重は農産物により不均等であり，野菜や果物な

ど集約的な商業作物と牧畜など粗放的だが規模の匡大な農場で比重が高い。

最後の特徴は各農産物によりその巨大農場の支配的な地域が著しく異なる

ことである c 今，農場の型別に巨大農場の地域分布を比較すると第4表のとお

りである。

まず，商業的穀作の巨大農場(1， 179)はその半数近く (440/0) が太平洋岸諸

州にあり，南部ー←中部南西諸州が中心ーーを加えると巨大農場の 4分の 3が

この両地域に存在する o 近説がアメリカ農業の最先進地域と主張する中西部はチ

主要作物である飼料や穀作においてさえ， 16%を占めるにすぎない。

商業作物の巨大農場は全般に南部と太平洋岸諸州に集中しており，両地域を

合計するとどの作物についても50~900/0に達する。まず綿花農場は両地域に84

%が集中しているが，そのうち66%はテキサ見 (270/0)，カリフォノレユア (220/0)， 

ミシシッピー(17拍〉の三州に集中している。高度に集約的な果物，野菜，その

他の畑作，種々のものの各農場は，いずれも太平洋岸諸州と南部の大西洋岸諸

川， とくにカリフォノレニア， フロリター両州に集巾している。このうち果物と野

菜農場は両州に70%前後，カリフォノレニアー州のみでも約半数(果物-812農場，

野菜 552農場)が集中している。

最後に畜産部門をみる1=， 中西部に巨大農場が集中 Lているのは肉斉農場
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(60%-2，4剖農場)だけであり，他はし、ずれも南部と西部の二地域に集中してい

る。とくに，酪農は中西部のウィスコ γ・ンン州を中心とした五大湖周辺が合衆

国最大の生産地帯であるが， ここには巨大農場はほとんどみられない九巨大

農場の6口約以上 (1，111農場)はカリフォルエアー州に集中しており，南部のア

ロリダ州 (224農場〉壱加えると 80%近くが両州に集中している。牧畜農場は山

地諸州 (58!農場〕と南部 とくに中部南西諸州 (601農場)ーーに約70%が集中

しており，両地域での粗放的な大経営の存在が確認できる o

以上のとおり，農産物ごとに，巨犬農場の支配的な地域はこ Eなるが，太平

洋岸諸州とりわけカリフォノレヱア州は，肉畜農場をのぞくすべての部門， とく

に集約的・商業作物部門で多数を占めており，第4表に掲げた10の主要な型の

農場のうち七部門で全国第 1位，二部門で第2位を占めている。カリフォノレニ

ア州には， 1，800の高度に集約的な四部門の農場一一野菜，果物，その他畑作，種

々のもの←ーを筆頭に，酪農(1， 111)，綿花 (646)農場などー州で5，300余の巨

大農場が存在する o 他方，近説が強調する中西部は，わずかに肉畜部門で多数

を占めるにすぎず，この地域の主要生産部門である商業的穀作においてさえ，

巨大農場の数は太平洋岸諸州に圧倒されている。

これまで農場数を指標に，地域や農業生産部門との関連で巨大農場の特徴を

概観してきた oこの節の分析だけからでも，すでに集約的な太平洋岸諸州農業の

先進性と粗放的な中西部農業の後進性が予想される。また，同じ粗放的農業で

も，中西部にくらべ山地諸州の方が巨大農場の役割の大きい己とが予想できる。

E 賃労働

賃労働の使用は，資本主義的生産関係のもっとも本質的な特徴であるが，こ

れを主要な標識として，合衆国における巨大農場の進化の性権を解明「る。

(1) 雇用者数

8) ウ4スコンシシ州は合衆国第 の酪農生産州で，酪農製品販売総額の13%を生産しているが，
酷晶巨大差是場はわずか 5農場にすぎない内
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1959年，合衆国農業には158万人の賃労働者(うち常雇がm万人)が使用されて

いるが， そのうち賃労働者の19C)も (30.3万人). 常雇の28lJも(19.3万人)は農場

総数のわずか0.5%. 2万弱の巨大農場で雇用されている(第5表)。前稿では，

農産物を年間4万ドノレ以上販売する農場を資本主義的経営と規定したが， この

第5衰 巨大農場における雇用者の集積・集中(単位 100人)

¥¥雇用者j 賃労働者| 常 雇 11 ;;;霊場平均雇用

地域¥¥|噌場i詰農 1B/A 1総書場|星計 1D/C 11重労動車ち常

合衆国 115，8岨 1 3，0担 1191'1 加 31 1，叫 dい52 9t 

北|東北部 1 1，3951 1981 11.2 1 8851 1461 16.51117.9 1 13.2 

部|中西部 1 2，936 1 247 1 8.4 1 1，486 1 188 1 12.66.2 1 4.7 

南 判明51 山 31 15.3 1 3，醐 1 7221 23.8いD.8 1 11.5 

西|山地 9511 294 1 30.9 1 487 1 181 1 37.2 11 12.7 1 7.9 

部|太平洋岸 1 1，799 1 844 1 46.8 1 970 1 556 1 57.3 11 13.8 1 9.1 

1959年サγサス pp.310-311， Spcc. Rpt.， Part 7， pp. 22-28より作成。

10方ドル以上販売する巨大農場は，一農場平均 15.2人もの賃労働者壱使用して

おりめ，農業における資本主義的大経常土呼んでよい。

では，この巨大農場による賃労働の使用は，どの地域で一番進んでいるだろ

うか。第5表にみられるとおり，賃労働の集積・集中がもっとも進んでいるの

は西部の二地域である。太平洋岸諸州では農場総数の3.2%を占める巨大農場に

賃労働者の47%. 常雇の57%が集積，山地諸州ではi.6%の農場に各々31%， 37 

%集積している。とくに，カワフォノレエア，アリゾナ両州の集積は著しく，揃，

者は賃労働者の53%. 常雇の61%.後者は各々 67%，69%と農業労働者の大半

が少数の巨大農場で使用されている。中西部での集積・集中の程度は他地域に

くらべはるかに低いが，ここでも農場総数のO.3c;も (4，013農場)の巨大農場に 8

9) 特別報告書では賃労働の雇用人数別分類を欠くため巨大農場の平均軍用音散しか明らかにでき
ないのしかし 長産物を 4万戸ル以上甑売寸るグラス I農場(巨犬農場も含む)をみても 賃労
働者を10人以上雇う11.693の農場が37.1万人の宜労働者を，常雇を10人以上雇う 6，688の農場が
16.9万人の常雇を集積Lてし叩。一長場平均前者では間人 桂者で仕25人を世月しており.10万
ドル以上販売する巨大農場では 当然，これを大幅にうわまわる雇用者を使用する経営が多数ふ
〈ま札口、るこ止が排訓できる (1959Ce町制 p.236審問)。
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坊の賃労働者と13%の常雇が集積している。

最後に， 巨大農場のー農場平均の雇用者数をみると， 南部がもっとも多〈

(賃労働者21人，常雇12人).東北部(18人1:13人).太平祥岸諸州(14人と 9人)が

これにつづいており，いずれも賃労働を大量に使用する資本主義的大経蛍であ

る。州別では，大プラ γテーションの存在するミ γγ ヅヒー州が断然多く，賃

労働者38人， 常雇14人を雇用， 高度に集約的農業を営むフ P りダ州 (23人と 16

人〕がその後につつし、ている町。中西部の巨大農場も 農場平均6人の賃労働

者と 5人の常雇を雇用しており，他地域よりは少ないが農業生産の木半を賃労

働に依存する資本主義的経営である G 家族農場の本拠地=中西部にすら4.000余

の資本主義的経営の存在が確認できるのは重要である。

しかし，中丙割引止さ青にみた賃労働者の集積度の点でも，一農場平均の雇用

者数の点でも他地域よりはるかに劣っており，太平洋岸諸州はもちろん，同じ

粗放的経営の支配的な山地諸州よりも農業の資本主義的発展は遅れている。

(2) 賃金支出額

つぎに，農場の賃労働への支出額を指標に， 賃労働の使用状況を検討する

(第6表)。賃金支出額は雇用日数におよそ比例するので，雇用者数を指標とす

るよりも，賃労働の年聞の使用状況を正確に表示できる。

1959年には農場全体の賃金支出額はお2億ドノレどが11)， このうち7.9億ドノレ，

30%が巨大農場で支出されており，前項で雇用者数を指標に分析した際より集

積・集中は一層顕著である。

地域別に比較すると，太平洋岸諸州の巨大農場は賃金支出額の51%と過半を

集積，粗放的な山地諸州も 35%を占めており .140/0の中西部と対照的である。

州別では，アリゾナチト|が75%と支出額の 4分の 3を占め， カリフォノレニア， プ

10) 雇用者を10人以上使用するグラス I農場のー農場平均雇用者数はp アリゾナ州では賃労働者が
50人z 常雇が32人， ミシジッピー州では40人と20人 フロリダ州では"人と32人.カリフォルニ
ア州では33人1c27人である (1959CetωUS， pp 田 8-267重量照)。

11) 1964年農業セソサスでは農場数が酔少したにもかかわらず賃金支出額は27.96億ドルへ約 7%
増加している (NationalAdvisory Commission on Food and Fiber， op. cit.. p. 224産業

計画会蕎j 前掲訳， 238ベージ参，昭〉ロ
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第 6表 巨大農場における賃金支出額の集積・集中(単位~ 10万円レ)

¥¥支出向 賃金支出額 |ー農場平均支出額

地戚¥|総島:J匡す場|叫総農場|巨大農場

ム同 衆 国 I 26，町| 707 I 39，490 

北 l東北部 1
部中西部 5，189 712 I 13.7 355 I 17，マ53

南 部|

西 |山地|
部太平洋岸 6，156 3，160 I 51.3 3，184 I 51，580 

1959年センサス，p_351， Spec. Rpt， Part 7， pp. 22-28より作成。

ロリダ両州

も各々58%，

59%と過半

を集積して

し、る。

巨大農場

のー農場平

均支出額は，

全国平均

3.9万下ノレで， 農場総数の平均支出額 (707ドノレ)の50倍以上を支出している。

農業労働者の日給壱 5.25ドノレとすると，年向延7，500人以上，常雇に換算すると

(年間就労日数15日日として計算)40人以上雇用することになり町， 巨大農場の資

本主義的性格が明瞭に確認できる。

地域別では， 東北部と太平洋岸諸州が各々 5.7万ドノレ， 5.2万ドノレで全国平均

よりはるかに高し、。とくに，カリフォノレ三ア，アリゾナ，フ n リダの三州は各

々5.4万ドノレ， 5.5万ドノレ， 5.8万ドノレと多額を賃労働者へ支出している U 中西部

の巨大農場は1.8万ドノレで他地域よりは少額だ"ts. 中西部の総轟場平均支出額

(355 F )レ)の50倍も支出している。

以上，雇用者数および賃金支出額を指標としてみた場合，巨大農場はL、ずれ

も一一近説が家族農場の典型地域と主張する中西部の巨大農場をふくめて一一

大量の賃労働者を使用し，農業生産の大半を賃労働に依存する資本主義的経営

であるこ Eがわかる。アメリカ農業の非資本主義的発具を主張する近説の期待

に反して，合衆国には賃労働者を平均15人以上雇用し，年間4万ドノレ近くを賃

労働へ支出する資本主義的大経営が約2万農場も存在し，この大農場は前節で

みたように，近年急速に増大している o 今や，合衆国農業は，賃労働者のます

12) 合衆国平均の農業朔覇者の日給額は5.25ドル。また，常雇は平均月給額が195ドルなので， 1人
当ち年間 (5カ月分)675ドル左して計揮する (1050Ce間山 p.312， p. 316参野り。
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ます多くを少数の巨大農場へ集積・集中し，との大農場を筆頭に資本主義的発

展の道を歩んでいる。そして，前項同様巨大農場のもっとも支配的な太平洋岸

諸州こそが，現代アメリカ農業の最先進地域の位置を占めることが実証できる p

E 機 械 と 肥 料

では，巨大農場は，農業の集約性を示す機械および肥料をどのように使用し

てい志のだろうか。

(1) 機械の所有

近年，合衆国の農業の機械化は急速に准展しているが，大経営への集積・集

中の程度は他の諸指標上りも相対的に低〈あらわれる酌。 たとえば， トラクタ

ー(ガーテン トラクター壱除く)は合衆国全体に469万台あるが， そのうち農場

総数の0.5%を占める巨大農場には2.6%(12. 1万台)しか集積していない。貨物

自動車は283万台中3.4%(9.7万台)，コ Yパイ γは104万台中~.3% (1. 4万台)，コ

ーソ・ピッカーは79万台中0.6%(0.5万台〕で，いずれも前節でみた賃労働より

はるかlご集軒度が低い。

しかし，巨大農場による農業機械の集積は地域により大きく異なる。例をト

ラグターにとると(第7表)，集約的農業のさかんな太平洋岸諸州では， トヲグ

ター総台数の14%(3.6万台)が巨大農場に集積しており，粗放的大経蛍の多い

山地諸州でも 5%が集積している。とくに，カリフォノレ三プ， アリゾナ両川で

は，各々22%，37%としニの傾向がもっとも顕著であるロ他方，中西部は前稿で

みたように農業機械がもっとも普及しているが，巨大農場での集積度は一番低

く総台数の 1%にも満たない。

次に，各種農業機械について，巨大農場におけるー農場平均の所有台数を比

較する(第8表)。

中西部がほとんどの機械で全国最低であるのに対し，太平洋岸諸州は lラク

13) 桂の燃料支出額の項で許し〈述ベるよう; セン十ンスの調査項目に含まれる農業静忠武は限ら
れており，所有台数を指標としては機械化の全貌を把撞することができず，巨大農場の集積度は
実際よりかなり低〈あらわれる。
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ターを除く全機械で最高の台数を 第 7表巨大農場=おけるトラグタ
ーの集積・集中 (単位 100台)

所有してし句。農業機械の所有台 ¥トラクタ I 

¥¥ -1総長場|巨大農場 I"'C> I ̂  
\数l 凶!刷 |υ，~

地 域 ¥¥ 

数とし、う面からみても，中西部の

巨大農場は相対的に零細である。

しかし，いずれの地域でも巨大農 合 衆 国 4附!m1Zr 
場はトラグターで5~7 台，貨物

自動車で3.5~ 6台，コソベインな

ら1.2~2.5 台と農場総数の平均止

りはるかに多数の農業機械疹所有

している。

また，巨大農場はー農場平均の

北東北部 3，742 I 53 I 1.4 
部中西部 24，665 . I 198 I 札8

南部|叫80 I 拙 I3.4 

酉|山地 2，589 I 138 I 5.3 
部 1:太平洋最 2.672 I 364 I 13.6 

1959年セγサス， p. 216， Spec. Rpt.， Part 7， 
pp. 22-28 
白)ガ デγ トラクターはのぞく

機械所有台数が多いばかりでなく，機械一台当世の使用面積でもはるかに広い。

たとえば， トラクター一台当りの収穫面積は，商業的農場の平均が75エーカ

なのに対し，巨大農場では 124エーカーと1.7倍，コー y ・ピッカ一一台当りは

89エーカーに対し201エーカーで2.3倍(西部の巨犬農場では370エーカ ) ，乾草刈

取梱包機(がck-upb叫ers)一台当りは 158エーカーに対し 782エーカーで4.9倍

(西部では1，349エーカー)である叫。機械の資本効率は巨大農場， とくに西部の

第 8表巨大農場におけるー農場平均農業機械所有台数

¥ 機械 I . 

¥¥ 12グタ|革物自動 i自動車!プパイ 137Z二|草草刈取
地域¥，1 I~ l' I~" 1 

合衆国 16 T15r i2F11F | l f l 1 f  

北|東北部 4.8 5.7 2.4 1.2 1.5 1.6 

部|中西部 4.9 35 2.1 '1.4 1.5 1.2 

南部 1 ~ 1 u I 2.5 1 W 1 1.3 1 L6 

西|山地 6.0 5.3 2.5 1.7 1.1 1.4 

部|太平洋岸 5.9 5.7 2.6 2五 1.6 1.6 

Spec. Rpt.， Part 7， pp. 22-28 
(1)ガーデンートラグターは除〈。
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それできわめて高し所有台数のみならず，機械の稼動率の点でも大経営の優

位性を物語っている。

(2) 燃料支出額

これまで， トラクター，コ γ バイ Y など農業経営一散で，共通に使用されて

いる機槻について分析してきたが，現実には地域や農作物の相違によって，と

れら以外の特殊の専用機械叫が多数使用されている@とくに，近年，果物や野菜

などの集約的農業で機械化が急速に進展している時， とれらの専用機械の使用

状況も包括しないと，農業機械化の全貌，とりわけ集約的農業地域の機械の集積

度を正確に把握するこ土はできないのここでは，専用機械もふくめ農業機械全体

の使用状況をかなり正確に表示できる指標として，燃料支出額をとりあげる略。

1959年に合衆国の総農場は， 燃料費として15.5億ドノレを支出している。この

うち1.2億ドル， 7.5%が巨大農場で支出されており，機械の所有台数を指標と

第9表 巨大農場における燃料支出額の集積集中(単位 10万ドノレ) ずるよりも集

¥¥支出額1 燃料支出額 | 農場平均支出額 積度は著しい

地域 ¥ | 総 書 場|匡菅場 [B/A[総農場|巨大農場 (向。こ

I <""' • I ， '"< I 判 ドル 1 ドル の集積度の相
合衆国 I1民544 I 1.161 I 7.5 I 419 I 5，剖9

I""_H，. .-I LLI 違は地域別に北|東北部 1，009 I 56 I 5.5 I 396 日目

部|中西部 7，535 I 143 I 1.9 I 516 3，564 比較するとー

南 部[ 4，494392 [8.7[ 273 [ 6制 層明白である。

西|山 地 1，202 I 155 I 12.9 I 8日 6，707 集約的な太平

部|太平洋岸 1，251 I 378 I 30.2 I 647 6，164 一一| .1-.""'-'.1- I ...v..... I 山宮 洋岸諸州の巨

1959年センサス.p. 353， Spec. Rpt.. Part 7， pp. 22-28より作成。

14) Spec. Rpt.. Part 7， p. 10 
15) 綿摘取機!各種野菜果物の収穫機，タパヨ収穫機j 包装施設，スフレヤー，スプリングヲー，

各種月間S干撒布機 いも堀取機など作物ごとに専用機械があるがj これらはいずれも農業センサλ

の調査項目に入っていない町で，量的把握は不可能である o

16) ガソリジ!燈袖J プロハンなど¢燃料の他に!潤滑油，グリースなど農業経曹に要するその他
一切の石油類の支出額を含むがj 以下では便宜上a 燃料支出額の名称で一括する (1959Census 

p.345参問)。これら油類の大半は農業機械用であって 燃料支出額は各種機械の使用度をかな
り包括的に表示できる。また，燃料支出額は機械の隊動量に大体比例するので!この点でも前項
の機械所有台数を指標とした分析より，機械の利用度をより正確に表示ふきる。
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大農場では30%(トラグタ 台数の場合14%)，山地諸州では13%(トラクター 5%)

と機械の所有台数にくらべはるかに高い集積度を示しており， 2 %弱の中西部

とは格段の差がある。州J.iJjにみると集積度はさらに顕著で，アリゾナ州では56%，.

カリフォノレエア州では41%と燃料支出額の大半は巨大農場で消費されている。

一員場平均の支出額でも，巨大農場の平均は5，809ドノレで農場総数平均 (419ド

ノレ)の 10倍以上を支出している。ととでも西部の二地域が6，100~6，700 ドノレで最

高額を支出，中西部はこの 2 分の l 強(~， "h4 ドノレ)にすぎず， 燃料支出額の商

からみても，機械の利用度は他地域よ引まはるかに低い。

(3) 機械賃作業 (Machinehire)支出額

アメリヵ農業における機械化の問題を考察する際，近年，急速に普及してき

た機械賃作業町壱無視するととはできない。これは本来，経営者が機械を所有

し，自分自身で，ないしは雇用労働者を使用して行うべき農作業を請負農作業

(custom farmwol'k)に委ねることであれ機械賃作業料には機械使用料と賃金

部分がふくまれる。それゆえ，農業経営への機械賃作業の導入は，それだけ農

業生産における機械と賃労働の使用が増大することを意味する。しかし，農場

を単位に調査する農業センサ凡では，受託者側が使用する機械や賃労働につい

ては全然草擾されないため，機械賃作業への支出額号無視すると，農業生産に

おける機械化や賃労働への依存の程度を実際より過小に評価することになる。

1959年，機械賞作業への支出額は合衆国全体 C:8.0億ドノレだが，巨大農場はこ

のうちの15%，1.2億ドノレを支山ししおり，機械の所有台数やガソリン支出額よ

り集積・集中は一層顕著である。また，第四表にみられるとおり，集積度の地

域による相違も著しい。集約的農業のさかんな太平洋岸諸州の巨大農場は，機

械賃作業支出総額の44%を，ついで粗放的大経営の多い山地諸州が250/0を集積

している。中西部の巨大農場はここでも2.4%と全国最低であれ集積度は前者

17) 蝉が首作業とはトラグタ一作業 (tractorhire)，耕軒 (plowing) 繰綿 (cottoηginnmg)

飼料サイロ詰め (silofilling)，各種噴霧作業 (spraying)，果実の摘取り (fruit picking)な
ど機械による農作業を仇人に請負わすと止であり 作業回受記者側が機械を所有し経営者(~

委託著)の齢頼によって，自分自身ないしは他人を雇用して委託者の農場の機械作業を行うこと
である (Spec.Rpt， Part 7， p. 6参照)。



現代アメりカ農業における巨大農場桂営

第10表 巨大農場における機械賃作業支出額の集積ー集中
(単仲間万ドル)

¥¥  支出向機械賃 作 業 支 出 額 | ー 農 場 平 均 支出額

地域¥」総書場|巨ゴiFlB/Al総農場|巨大農場

竺.1i' ll'I 18M| 四 [14rlJf斗」?ii

自11l

:1~n:1 

l

l

 

9

8

 

4

5

 

2

6

 

2，336 

3，590 

1，191 

1959年セソサス. p. 350， Spec. Rpt" Part 7， pp. 22-28より押成。

7 I 2." 

55 I 2.4 

433 I 12.1 

161 I 24.5 

522 I 43.8 

U 
~ 

594 

1，371 

6，868 

6，993 

8，525 

(213) 59 

の約20分の

1，後者の

10分の lに

すぎない。

機械貨作業

支出総額も

また機械所

有台数やガ

ソリ Y支出

瀬同様，否，

それ以上に資本主義的大経営の支配的な西部の 地域で，もっ土も集積・集中

が進んでいる。

ー農場平均の支出額でも，巨大農場は5，928ドノレと農場総数平均 (217ドル)の

25倍以上を支出している。とりわけ，太平洋岸諸外!と山地諸州は各々 8，525ドノレ，

6，993 ドノレの高額を支出しており，最低の中西部(1， 371 ドル〕の 5~6 倍に達して

いる。州日Jではアリゾナ州の16，509ドルを筆頭に，ミシシッピー州の11，333ドノレ，

カリフォノレニア川lの9，430ドノレが傑出しており，他地域を完全に凌駕している。

さきに分析したように，資本主義的な巨大農場は多数の機械を所有している

にもかかわらず，機械賃作業にも小経営よりはるかに多額を支出している。巨

大農場は最新の農業機械を多数所有し， しかも，機械を購入するより機械賃作

業に委ねた方が有利な作業工程には豊富に貨幣を支出して，最も合理的な農業

経営を営んでおり，農作業の多くを手労働に依存する小経営との格差はま Fま

す拡大してし、る。

本節(l)~(3)項の機械の分析から得られる結論はこうである。第 I 節で実証じ

た資本主義的巨大農場は，農業機械の使用の点でも最も進んでおり，賃労働者

と機械の使用は，互に排除しあうものではなし両者の集積・集中は同時に進

行している。近説が主張するように，一見，賃労働者が機械によって駆逐され，
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資本主義的農業が「解体」していくようにみえる現象は，科学技術の最新の知

識がアメリカ農業にたえず応用され，原始的な手労働が機械労働に不断に駆逐

されていく過程にすぎない。もちろん，機械化の進展=有機的構成の高度化に

よって賃労働者の絶対数は減少するが，まさにその過程で，大経営による集積・

集中が進行し，手労働に多くを依存する小経営は駆逐され，機械と賃労働に依

存する大経営の資本主義化が一層促進されるのである。現代アメリカ農業とり

わけ巨大農場は，機械化の進展とともに，農業の資本主義的諸関係をますます

拡大しているのである。

(4) 肥料の使用

機械とともに農業の集約性巷表示する肥料円分析にうつろう(第11表)0 1959 

年に合衆国では1，980万ト Yの肥料壱使用しているが，このうちの四%， 202万

トンが農場総数のわずか0.5%壱占める巨大農場で使用されている。地域別で

は，太平洋岸諸州の集積度が420/0で完全に他を圧しており，粗放的大経営の多

い山地諸州が27%でこれにつづいている。中西部の集積度は 2%と，ここでも

怯るか低位にとりのこされている。州別では，アリゾナ，カリフォノレニア，フ

ロリダの三州が各々 70%，52%， 42%と使用量の圧倒的部分寺集積している。

巨大農場の 農場平均の肥料使用量は142トンで，農場総数平均 (8.3トン)

第11表 巨大農場における肥料の集積・集中(単位 1000トン)

下¥ 使用量| 肥料使用量 l 農場平均使用量|碍話一当り平

地 域¥¥|総伊|巨官場|山1総農場。|巨大農場|五点可五五場
剛 トン l トソ l ポゾド l ポソド

合 衆国 1 19，802 1 2，024 1 10.2 11 8.3 1 142 297 489 

北|東北部 1，648 1 102 1 6.2 11 9.8 1 1胡 489 877 

部|中西部 6，866 1 149 1 2.27.5 1 52 204 249 

南部 I 9.113 I 851I 9.0 I7.9 I 181 407 56弓

酉|山地!日51 134 1 26.1川町 98 l' 205 320 

部 1太平洋岸 1，471 1 616 1 .41川 16.1 1 136 316 叫

1959主センサス pp. 328ー29.SpeιRpt.. Part 7， pp. 22-2.!3より作成。
(1)ただし.肥料慣用農場および肥料使用面積の平均。
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の20倍近くを使用している。地域別では南部の巨大農場が181トγでもっとも

使用量が多(，東北部(140トン)と太平洋岸諸州 (136トン)がこれを追ってい

る。中西部の肥料使用量は52トンで全国平均の 3分の1，同じ粗放的な山地諾

州 (98トン)の約Z分の 1にすぎず，経営規模は相刻的に零細であるが， 同地

域内の農場総数の平均 (7.5トン〕よりは 7倍も多く使用している。

最後にーエーカー当りの使用量は，どの地域でも農場総数平均よりはるかに

多い。広大な土地面積を所有する巨大農場は，その吐地利用においても小経営

より集約的であれ農地を上り有効に活用している。地域別に比較すると東北

部が877ポソドで他を庄しており，南部と太平洋岸諸州がこれにつづいている。

中丙部はとこでも 249ポγ ドと同じ粗放的な山地諸州 (320ポンド)より少し集

約度は全国最低である o

こうして，集約的な指標として先に検討した機械同様，肥料もまた賃労働を

大量に使用する資本主義的大経営に集積・集中しており，とくに，近年，商業

作物が急速に成長し農業の集約化を一層深めている太平洋岸諸州の巨大農場でv

集積・集中がもっとも顕著であることがわかる。

N 生 産 の 集 積

農業生産の分析にうつろう。

1959年にはアメリカ全体で304.9億ドノレの農産物が販売されたが，このうちの

160/0， 49.8億ドノレが農場総数のわずか0.50/0を占める巨大農場で販売されてし、る

(第12表)。地域別に農業生産に果す』大農場の役割を比較すると，集約的な太

平洋岸諸川では巨大農場が農産物の販売総額の450/0を生産し，長も大きな役割

を果してu、る。ついで大きいのが山地諸州で280/0を集積している。州別にみる

とさらに著ししアリゾナ，カリフォノレz ア，フロリダの三州は各々69C)る， 55 

4も，540/0で，農業生産の過半をこの大農場に依存している。他方，家族経営の

支配的な中西部の巨大農場の集積度はわずか 70/0弱にす胃ず，牛産の面でも他

地域よりその地位は相対的に低い。
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第12表 巨大農場における農産物販売額の集積・集中(単位 100万ドル) 一農場平

均の販売額

でも西部の

岡地域の巨

大農場が28

¥¥  肱売額|農産物販売額|ー農場平均販売額

地 点¥¥l総書場l臣官場 IB/AI瓦 五 司王逼場

合衆国 1 30，493 1 4，983 116.::1 8，2i8 1 249必
北|東北部 2，292 1 231 1 1仏11 8，998 1 208，213 

部|中西部 1 13ιn 1 856 1 6.6 1 8，901 1 213，277 

南部|附4 1 1，385 115.61 5，398 1叫 609

西|山地 2，356 1 670 1 28.4 1 15，803 1 290，590 

部|太平洋岸 3，803 1 1，721 1 45.3 1 19，662 1 2岨，959

59年セソサス， p. 975， SpeιRpt.， Part 7， pp. 29-35より作成。

~29万ドル

で最高額，

中西部の販

売額は両地

域より 7万

ドノレ前後少ない。しかし，との中西部でも，わずか 0.3%の巨大農場が販売総

額の 7%弱壱集積し，平均 21万余わレも販売しているのは重要である。

次に， R・ニコ Fヅチ氏の推計により，巨大農場を細分し階層別に検討する

(第13表)問。年間100万ドノレ以上販売する合衆国の最大規模の農場は408あり，

平均170万ドノレの農産物を販売，とれにつづく販売額50~100万ドノレの800の農場

は，平均75万ドノレを販売し

ている。この現代アメりカ

農業の頂点iこ「つ両階層の

1，200農場が，合衆国農産物

販売総額の4.3%，13億ドノレ

を生産している。また20万

ドノレ以上販売するおよそ

5.800の農場〔合衆国農場総

数のo.2%弱)が販売総額の

約10%を生産しており，農

業生産の少数の大経営への

第13表巨大農場の階層別分布と
ー農場平均販売額

阪 売 額但)
農場数(1)

額 1;"場平総
億ドノレ 万ドル

100万 Vル以上 408 7 170 

50-100万 800 6 75 

20-50万 4，570 16 35 

10-20万 14，2口1 21 15 

巨大農場総数 19，979¥ 50 25 

R. Nikolitc】1.， op. c#.， p. 4， Table 2 より。
(l)Spec. Rpt..Part 7， p. 8 

(2)ニコリッチ氏推計，農場教とそれに照応した間隔中
央値の相乗積として推定。 100万ドル以上の階層は
セ γサス報告に基づく輯額50億ドルから1O~100 万

ドルの額を控除した残余分から算出。

18) R. Nikolitch， op. cit.. p. 4， Table 2 地域別には推計されていないので 地域別比較は不可
詣である。
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依存度は著しい明。

農業生産の集積・集中は作物~Ijに販売額を比較すると一層明白である。ここで

は代表的な二つの商業作物 野菜と果物 の販売額を例に検討してみよう。

野菜の場合，販売総額 (7.4億ドル)の50%以上がカリフょルユア (36%)， フ

ロリダ (11%)，アリゾナ(5特)の三州で生産されており，そのうち， これら

三州のわずか1，468の巨大農場で，野菜販売総額の40%(3.0億わレ)が生産され

ている n カリフォノレニアー州をとっても，野菜を販売する1.134の巨大農場が州

販売総額の75%(2.0億ドノレ)，合衆|司全体の270/0を生産している叫。

次に果物の場合も，合衆国販売総額(14.0億ドル)の650/0をカリフォノレエア (42

%)，フロリダ (23%)同州で生産してし、る。しかも，このうち25%(3.5億ドル〕を前

二州の2.169の巨大農場(うちカリフォルニア州は1，570農場)が生産している問。

みられるとおり，農業生産の地域性の「稀薄化Jを主張する返説とは逆に，

両作物の主産地はごく少数の地域に限定され，しかも生産の大半がそれらの地

域の巨大農場に委ねられている o 合衆国での野菜や果物生産は，今や，ほんの

握りの資本主義的な巨大農場によって，事実上，独占されているのである。

V 総 括 と 結 論

以上の実証分析の結果を総括しよう。合衆国の最大規模の経営の諸性格を特

徴つける総括的な表壱作成し，これを使って今一度木稿の結論を要約する。

まず縦の欄に100の目盛をとれ横欄lごはとれまで検討して害た諸指標壱配列

する。その最左端に経営の粗放度争示す十地面積の欄をとり，第二に農場数の

欄をおく。第三に経蛍の集約度を示す三指標の欄をとる その第一に機械を

代表させてトラクタ一所有台数〔ガーデン・トラクターは除く)，ついで燃料支出

額，機械賃作業支出額の順に配列し，最後に肥料使用量をとる。もし，これら

19) 1田9年には農産物を 4万ドル以上販売する農場が!農産物販売総額の32%を集積していたが，
6年後の1965年には42%と10%も増大している l(National Advisory Commission on Food 

and Fiber， op. cit.. pp. 188-189，産業計画会議.前掲訳， 198ページ参照)。
20) 1959 Ct町田 p.978， Spec. Rpt.， Part 7， pp. 29-42審問。
21) 1959 C伽 SUS，p. 979， Spec. Rpt.， Part 7. pp. 29-42参照。
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の集約度壱示す諸指標の百分比が土地面積の百分比をこえるとすれば，集約度

は各地域の平均より高いという結論が得られる。第四に生産の規模を示す指標

として農産脅威主額欄をとり，第五の最右欄に，経営の資本主義的性格を示す

二つの指標一一賃金支出額と常雇数一ーをとる。

つぎに，論争とのかかわりで，全国千均と 4つの地域一一中西部，山地諸州，

太平洋岸諸州，カリフォルニア州一ーの巨大農場が占める百分比を各指標ごと

に記入し，各地域ごとに百分比を結んで 5本の折れ線グラフを描しこのよう

にして作成されたのが第14表である。そこでこの総括表の検討にうつろう。

己の表から得られる第ーの結論は，どの地域でも数少ない巨大農場があらゆ

第14表各地域における巨大農場の集積集中

一一一中西部
一一一ー・・山地諸州

一一一ー太平洋岸諸州

一一一一カリフォルニァ州
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る指標で著しい集積・集中を示していることである。とくに，賃労働の 2つの

指標の集積度は，いずれの地域でも他のどの指標よりも高し巨大農場が大量

の賃労働を集積し， 資本主義的農業を営んでいることがわかる。 とくに， 集

約的・商業的農業の支配的な太平洋岸諸州では，農場総数の3.2%壱占める巨大

農場が賃労働の51~57%I":過半巷集積しており，太平洋岸諸州のー農場平均の

16~18倍を使用している。カリフォノレニア州ではさらに集積度がはげしく，賃

労働の58~61%壱集積しており，賃労働を大量に使用する資本主義的大経営と

零細な小経営との格差はきわめて著しい。ついで賃労働の集積が進んでいるの

は粗放的な山地諸州であり， 35~37%と全国平均 (28~30ちも)よりかなり高い。

中西部は山地諸州とならんで粗放的農業の支配的な地域だが，その経営規模=

土地面積ははるかに小さし賃労働の集積度も全国最低であるべ しかし，こ

の地域でもわずか0.3%の巨大農場が賃労働の13~14%を集積しており，中西部

の農場平均の43~47倍の賃労働を使用し，資本主義的経営を営んでいる。

第二の結論は 5本の折れ線が全く交叉していないことである。すべての指

標の集積度の大小は賃労働の百分比の大小に照応しており，賃労働の集積・集

中がー番進んでし、る地域ほ，他の諸指標の集積・集中も 番進んでいる。機械

と賃労働の関係でも，近説が主張するように両者は互に排除しあうものでなく，

賃労働の集積度の高い地域は機械の集積度もまた高いのであるu 賃労働の集積

度が13~14%の中西部では機械の集積度は0.8~2.4%であるのに対し， 前者が

51~57%の太平洋岸諸州では後者を14~44%集積している(カリフォノレエア州で

は賃労働が5B~61怖に対L機械は22~51%)。農業の集約的資本主義化の道壱歩む

太平洋岸諸州，とりわけカリアォルニ7州の巨大農場は，賃労働壱筆頭に，生

産規模，機械，肥料とあらゆる指標の集積がもっとも進んでいる o

第三に，合衆国全体でわずか 2万の巨大農場が農産物販売総額の2日%近くを

集積しており，とくに，太平洋岸諸州では45%，カリフォノレユ7州では55%と半

22) 巨大農場のー農場平均土地面積は，山地諸州が18目299=ーカ であるのに対し』中西部は2，886
エーカーと前者の6分 1にすぎず， 集約的な太平洋芦若者州の3，02~エーカーよりも小さい (Spel:
Rpt.， Part .7， pp. 15-21より計算)。



66 (220) 第 102巻第3号

額以上が巨大農場の生産に委ねら札ている。中西部の巨大農場も他地域よりは

はるかに少いが，販売総額の 7%弱を生産している。少数だが近年急速に増加

している巨大農場は，合衆国の農業生産に果す役割を年々増大し，今や，決定的

に電要な位置を占めている。しかもその役割は集約的農業地域ほE顕著である。

第四に，農業の集約性を示す機械と肥料の諸指標の育分比を土地面積のそれ

との関連で検討すると，太平洋岸諸州の巨大農場では土地面積の百分比よりも，

集約度を示す諸指標(トラクター台数のみ除く)の割合がはるかに高<. 同地域

内の農場平均よりも集約度が高いととを示している。とくに，機械賃作業や肥

料使用の集約度は平均の 2倍近〈である(土地面積が24%に対し前者は44%.後者

は42%)。粗放的大経営の多い山地諸州でも両者の集約度は農場平均より 50%以

上高い(土地面積が16%なのに対L 前者は25%，後者は27%)。 ところが中西部で

は，巨大農場の集約度を示す諸指標の百分比は，いずれも土地面積の百分比よ

り低し 中西部の農場平均よりも粗放的である。 つまり， 集約的な太平洋岸

諸州における巨大農場の集約化は，そこでの農場平均よりも進んでいるが，粗

放的な中西部のそれは，農場平均よりもきちに粗放的であり，両地域の巨大農

場を栢互に比較すると，平均的農場どうしよりも一層格差のはげしいことがわ

かる。

以上のように，前摘で実証できたアメリカ農業の資本主義的発展の傾向Jは，

この巨大農場の分析をつうじてより ー層明瞭になった。合衆国全体に約2方あ

る資本主義的巨大農場ほ，賃労働の28~30%，機械の 3~15%，肥料の10%壱

集積し，農産物の16%を生産している。この巨大農場は不断に集積・集中を強

めて小経営壱駆逐し，資本主義的な農業発展の道を歩んでおり，アメリカ農業

における支配的な地位をますます強固なものにしている。




